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要約 民具に加え量産品や工業製品を含む広い意味での「民俗資料」の資料名称について、現状の名付けの方法を概観整理し、資料の
生産者数と製造数に注目して区分けしたうえで、適切な名付けの方法を考察する。 
 「民俗資料」の博物館での名称は、民具については公的な調査や学会が与えた学術名称が資料名となってきた。学芸員は、農林漁業の道
具や生活用品、アイヌ民族資料や沖縄の民具について、手引きとなる出版物を参照して資料に名前を与えてきた。ただし、これらの参照文
献は他分野の学芸員や一般利用者には必ずしも明らかではない。 
 生産者数と製造数に注目すると、「民俗資料」は、美術作品と同様に手作りの一点物を基本とする民具、家電製品やカメラなどの型番付
きの工業製品、その中間の家内工業的に製造されてきた量産品の３つに大別できる。資料名は、民具では学術名称が標準名となり、工業製
品は型番がIDとして機能する。問題は製品自体が使われなくなり、製造者の大半が廃業している量産品である。標準的文献やネット情報が
無く、量産の度合いの違いも大きい。現在の博物館では、量産品の名称が大きな課題と考える。 

科研費基盤研究Ｃ（課題番号：23K00959）「民俗資料」の 
収集保存基準と検索名称の開発：工場部品から日記まで 全日本博物館学会第50回研究大会@北海道開拓の村 2024.6.29‒30 

案１：学名の二名法にならう 
集合名が先、型式は後に 
三台除草機→除草機（三台除草機） 
足踏み式脱穀機→脱穀機（足踏み式） 

https://nodaiweb.university.jp/muse/unisan/minzoku/minzoku.html 

「民俗資料」の区分けと資料名称： 
生産者数と製造数に注目して 宇仁義和 UNI Yoshikazu 

東京農業大学生物産業学部 
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案２： 
集合名のみにする 
型式は備考欄／集合名の項目付与 
唐箕は形状が異なっても唐箕 
○○式唐箕の名称は見ない 
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案３：公定名称を用いる 
指導書や博覧会資料、登録板から 
使用可能な名称を探し出す 

案４：特定館の名称に従う 
権威やネット公開など 
普及が見込まれる場合 
案３の実践館が該当 
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企業資料に従う？ 
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